
















　　This paper deals with self-presentation by the athletes on the level of competitive 
sports from the viewpoints of social psychology. This paper examines the relevance 
between causal attribution and self-presentation on the assumption that the latter is caused 
by the former.
　　Our research identified the incompatibility between real intention by causal attribution 
and actual expression when athletes had unsatisfactory performance.
　　This paper also examined the relevance between casual attribution scores and the self-
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scores, after conducting factor analysis. The result could not identify the relevance 
between capability and talent, which is the sub-scale of causal attribution, and the SH 
scores. Instead, our research indicated that the SH scores have been rather influenced by 
the personal and material circumstances and psychological and physical conditions of the 
athletes.
　　This paper also demonstrated that the athletes on the international level tend to have 
low scores on causal attribution on their capability and talent, compared with those on the 
national and local levels. The higher scores the athletes on the local level get for causal 
attribution, the higher scores they get for causal presentation, and the lower scores they get 
for SH.
























Rhodewalt, Saltzman, & Witmer（1984）は、SH傾向の強い選手は、重要な試合の前に
練習量を増加させず、コンディションも好ましくないという認知をする傾向が見られるこ



























































































　N体育大学の学生 122名と社会人競技者 4名の合計 126名を対象に、2006年 1月から
5月にかけて、自由速度法にて回答を求めた。得られた回答に未記入のものがあるものを























































































項　　　目 第 1因子 第 2因子 第 3因子
 5．自分の実力や競技力が低いこと 0.82 0.15 0.24
 3．自分の素質や才能がないこと 0.82 0.25 0.29
 1．自分の能力が低いこと 0.77 0.17 0.07
16．チームの組織や体制が悪いこと 0.25 0.74 0.59
 4．リーダーの指示・指導が不適切であること 0.27 0.69 0.47
14．施設や設備などの練習環境が悪いこと 0.08 0.58 0.46
 8．チームメイトの協力がないこと 0.04 0.53 0.21
10．練習相手の能力が自分とあわないこと 0.03 0.52 0.31
 2．自分の運や偶然さが手伝ったこと 0.26 0.44 0.09
 9．自分の気分が乗らないこと 0.17 0.38 0.36
13．自分の疲労がたまっていること 0.17 0.29 0.78
11．自分の休養が少ないこと 0.29 0.49 0.66
 6．自分の体調や調子が悪いこと 0.06 0.33 0.46
抽出項目数 3 7 3
固有値 3.91 2.09 1.26
分散寄与率（％） 30.07 16.08 9.81







































は 3つ抽出され、これら 3因子の累積分散寄与率は 55.20％であった。
表 3．セルフ・ハンディキャッピング項目の因子分析の結果
項　　　目 第 1因子 第 2因子 第 3因子
6．やらなければならない練習を、先のばしにする 0.71 0.05 0.29
8．自分がやりたい練習を、好んでする 0.69 0.24 － 0.20
5．練習で、手をぬくことがある 0.65 0.15 0.45
9．うまくできそうにないときは、練習内容を変更する 0.52 － 0.42 － 0.26
1．練習のときでも、練習以外のことが気になる 0.50 － 0.14 0.32
3．日常生活で、不摂生（ふせっせい）をする 0.42 － 0.35 － 0.20
4．困難な条件で、練習をするのが好きだ 0.01 0.78 － 0.33
7．なぜこの練習をするのか、理解しようとする（逆転） － 0.12 0.45 0.62
2．できなくても、難しいプレーを好んで練習する 0.47 0.40 － 0.47
抽出項目数 6 1 2
固有値 2.34 1.37 1.26
分散寄与率（％） 26.00 15.26 14.00





子 に は 1 項 目、























能力・素質 － 0.02 0.37（＊＊） 0.03 0.05
人的・物的環境 0.44（＊＊） 0.10 0.45（＊＊） 0.17



























































競技レベル N X̅ SD
能力・素質への原因帰属
地区大会 37 11.27 2.48
全国大会 41 10.93 2.63
国際大会 14 8.71 2.30
人的・物的環境への原因帰属
地区大会 37 17.73 5.29
全国大会 41 16.80 4.88
国際大会 14 15.29 3.91
心身コンディションへの原因帰属
地区大会 37 11.08 2.56
全国大会 41 10.88 2.46





















地区大会 － 0.37（＊） 0.48（＊＊）
全国大会 0.22 0.25
国際大会 － 0.14 0.06
＊：p＜ 0.05，＊＊：p＜ 0.01
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